
テーマ・講 演 者

今から100年前の1917年に神戸港は横浜港の貿易額を抜き日本一の貿易港となった。
神戸を拠点とした貿易商社鈴木商店は当時急成長していたが、同社は関西経済のみならず日本全
体、海外にも大きな足跡を残して1927年に倒産する。今年は鈴木商店倒産から90年でもあるが、
この節目となる年に鈴木商店の成長と破綻について再検討したい。

「その半世紀の歩み：1874-1927」

「三井物産からみた鈴木商店」

「破綻した鈴木商店と生き残った兼松

－両社の命運を分けたもの－」

「鈴木商店、成長への分岐点」

アジアにおける近代大阪の発展研究班 主幹 西村雄志

加藤 慶一郎流通科学大学 商学部教授
アジアにおける近代大阪の発展研究班 委嘱研究員
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アジアにおける近代大阪の発展研究班 委嘱研究員
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